
三脳

症 例 は６８歳 女 性． 主 訴 は 固 形 物 の つ が え 感， 心 窩 部

痛． 上部消化管内視鏡検査で滑脱型食道裂孔ヘルニア

と 随 伴 す る 逆 流 性 食 遭 炎 を 認 め た． そ の 後 定 期 的 に 経

遇 観 察 し て い た 鉢， ５ 年 後 の 検 査 時 に，
食 道 胃 接 合 部

の前後壁狽竈に大小の表面粗造で発赤調のびらんを認め

た． 前 壁 側 の 病 変 よ り 生 検 で 串 分 化 型 腺 癌 を 認 め， ＩＩＣ

型早期 食道胃境界部癌と診断し外科的手術を施行し

た
．

食 道裂孔ヘルニアおよ び逆流性食遺炎と麓道， 胃噴

門部癌発生との関連が示唆され， 内視鏡検査での定期

的 な 経 遇 観 察 が 必 要 で あ る と 考 え 報 告 し た
．

２
．
一般外来における逆流憧食遺炎の実態

（おぎの胃膓科クリニック） 荻野知己

〔対 象〕開 業 後 ３ 年 間 で 一 般 外 来１，２⑪４名１こ延 べ１，５９６

回の上部内視鏡検査を行い，１１８名を逆流性食道炎と診

断 し た
．

〔結果と考察〕 ①一般外来愚者の９．８％に逆流陸食道

炎カ 混 ら れ た． ② 男 女 比 は５０１６８で， 若 隼 者 で 勇 性 に

多 く， ５０歳 以 上 で 女 性 に 多 か っ た． ③ 若 年 者 で は 亀 調

変 化 型 が， ６０歳 代 以 上 で は び ら ん， 潰 瘍 型カ
ミ多 く 見 ら

れ た． ④７９％ で 胃 炎， ヘ ル ニ ア， 高 脂 血 症 な ど何 ら か

の 基 礎 疾 患 を 有 し て い 花
．
⑤８８％ で 療 状 カ 混 ら れ 淀．

⑥ 臨 床 痘 状 を 軽 度， 申 等 度， 高 度 に わ げ 比 較 す る と，

６０歳以上の高齢者に高度例カ移 く， また食道炎の長軸

方 向 の 長 さカミ１．１ｃｍ を 趨 え る と 中， 高 度 例 が 多 く 難 治

と 思 わ れ た
．

３． 食道癌肉腫のｉ切除例

（至誠会第二病院外科） 末永洋宥・

梁 英 樹 ・ 吉 囲 』 成 ・ 戸 田 博 之 ・

森 山 宣 ・ 鈴 木 寧 ・ 相 窮 早 百 合

癌 肉 腫 は 漢 れ な 腫 瘍 で あ る が，１８６卑隼 Ｖｉｒｃｈｏｗ カ
書初

めてこの名称を使用して以来数多くの症例が報告され

て き た．吟 回 我々 は 食 道 癌 肉 腫 の １ 例 を 経 験 し た の で，

若 干 の 文 献 的 考 察 を 加 え て 報 告 す る．

４． 両側頸部およ び上縦隔郭清後の両側厘回神経麻

療症例の検討

（都立駒込病院外科）

葉 梨 智 子 ・ 吉 田 操

胸部食道進行癌に対する頸部上縦隔リンパ節徹底郭

清後の両側反回神経麻揮症例について検討した． 対象

は，１９８５年 が ら１９９４隼 の１０隼 間 に 切 除 さ れ た 食 道 癌３３０

例 の う ち１０８例 で， 拡 大 郭 清８８例 と， 弓 下・気 管 前 だ け

を 郭 清 し な か っ た 準 拡 大 郭 溝２０例 で あ る． 反 回 神 経 麻

癖 発 生 率 は３ 跳 で 両 側 麻 癖 は１９％ で あ っ た． 豪 ず， 呼

吸 苦 に 対 す る 速 や か な 気 遣 の 確 保カま必 要 で あ っ た． 殆

どカ 』 遇 性 で， 誤 嚥 の 程 度 に よ り 開 始 時 期 の 差 は あ る

が， 癖下訓練と充分な食事指導により摂食可能となり

退 院 し て い る． 高 度 誤 鱗 例 で は 喉 頭 丁一ｔｕｂｅ に よ る 気

道 の 確 保 を 要 す る が， 約 半 年 後 に 抜 去 可 能 で あ る、

ＱＯＬ に 影 響 の 大 き な 合 餅 症 で あ る が， 完 全 に は 防 並 し

完 ず， 発 生 時 に は 適 切 な 処 置 が 必 要 で あ る．

５． 内視鏡的粘膜切除を行った食道癌の玉例

（沖縄ハートライフ病院外科）

奥 島 憲 彦 ・ 宮 平 工 ・ 仲 地 広 美 智 ・

高 村 寿 雄 ・ 伸 原 靖 雄 ・ 天 願 勇

早期食道癌に対する内視鏡的糖膜切除術（ＥＭＲ） は

患 者 さ ん１こ対 す る 侵 襲カミ少 な く か つ 切 除 標 本 か ら 癌 の

完 全 切 除 の 有 無 が 確 認 で き る 有 馬 な 方 法 で あ る． し か

し， そ の 際 穿 孔 し， 狭 窄 な ど の 合 併 症 を お こ さ な い よ

う 注 意 淋 大 切 で あ る． 今 回 我 々 は， 約至／２周 を し め る 広

範 なＯ－ｎｃ 病 変１こ対 し 分 割 切 除 で ＥＭ Ｒ を 行 っ た． 些 切

片 目 カ雪２ｃｍ ｘ５ｃｍ と 犬 き く 切 除 さ れ 全 周 性 の 切 除 と

な っ た． ｅｐ 癌 で 病 理 組 織 学 的１こ 完 全 切 除 淡 確 認 で き

た． 全 周 性 切 除 は 難 治 性 狭 窄 を き た す た め 早 期 よ り の

治 療 が 提 唱 さ れ て い る． 食 事 は ス
ム ー ズ１こ食 べ て い た

が， ！６臼 目 に
ブ ジ ー を 行 っ た と こ ろ 食 道 穿 孔 を き 花 し

た
．
全 長 に わ た る 縦 隔 気 腫 を き た し て い た が， ＩＣＵ に

て 内 科 的 治 療 を 行 い 軽 快， 退 院 し た． 反 省 さ
竜 ら れ た

症 例 と し て 報 告 し た．

６． 当院で経験した逆萎縮型胃炎の症例とその亜型

（至誠会第二病院内科・由外科）

野 ０ 三 四 朗 ・ 足 立 と ト ミ ・ 小 島 真 二 ・

米 満 春 美 ・ 古 州 み どり ・ 黒 川 き み え ・

梁 英 樹｝・ 鈴 木 寧＃

本邦で比較的稀な， 逆萎縮型簿炎１こ靱環細泡癌を合

併 じ た 症 例 を 報 告 し， 逆 萎 縮 型 霞 炎 と 早 期 胃 癌， カ ル

チ ノ イ ド， を そ れ ぞ れ 合 併 し た 例， 遼 萎 縮 型 胃 炎 の 亜

型 と 考 え ら れ る 例 を 計 ４ 例 提 示 し， 若 干 の 検 討 を 加 え

て 報 告 し た． こ れ ら の 痘 例 は い ず れ も， ガ ス トリ ン の

異常高値， ペプシノーゲンＩ佃 比の著明低下がみられ

て い る． ま た， 逆 萎 縮 型 弩 炎 の 亜 型 症 例 は， 胃 炎 の 進

展 様 式 を 考 完 る 上 で 非 常 に 輿 味 深 い も の と 思 わ れ た
．

フ． 多発胃癌症例における癌関連遺伝子の発現につ

いて

（茨城県立申央痛院外科・同病理）

太 田 岳 洋 ・ 板 橋 正 幸 ・ 長 谷 川 博 ・ 小 泉 澄 彦 ・

爾 宮 隆 太 ・ 吉 見 富 洋 ・ 小 野 久 之 ・ 朝 戸 裕 二 ・

山 内 仁 ・ 石 塚 恒 夫 ・ 植 田 薬 治 ・ 丼 上 真 也

一 型９６ 一




